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　春の遅い小諸では、4 月 10 日を過ぎる頃にようやく
サクラが咲きはじめる。サクラが満開になる頃にナノハ
ナも見頃を迎える場所もある。昨年はコロナで中止にな
ってしまったが、糠地で菜の花まつりが行われるのは例
年 5 月上旬だ。
　4 月中旬から下旬は春爛漫で、青空に白い雲がうかび
気持ちよい季節になる。ヒメギフチョウに好まれるカタ
クリは 10 日頃から雑木林で花を咲かせるが、20 日を過
ぎる頃には終わってしまう。春の花の咲いている時間は
短いが、次から次へと様々な植物が咲く季節だ。下旬に
はリンゴ畑でも真っ白なリンゴの花が咲きそろってくる。
　花の受粉には小さなハチの活躍が欠かせない。ミツバ
チは様々な花を受粉させる。ミツバチは花の色やある場
所を仲間に伝えるので、ナノハナにやってきたハチはナ
ノハナばかりに来るし、リンゴにきたハチは仲間に場所
を教えて受粉の手伝いをする。いろんな品種を植えてい
る畑では、雑種ができないように人間の手で受粉させる
場合もあるが、1 品種だけ育てている畑ではミツバチや
さらに小さいマメコバチに頼るのがよいだろう。

小諸の春

「まなびのまち RECOLLECTIONS」Vol. ２

 渡辺幸子 日本画展 ‐ 情感にいざなわれて ‐

4 月 25 日㈰  ～ 5 月 30 日㈰
　平成 10 年に開館した小諸高原美術館・白鳥映雪
館。その翌年から始まった「まなびのまち造形講座
」も、開講から 20 年が経過しました。「まなびのまち
RECOLLECTIONS（リコレクションズ）」は、開講
当初から造形講座を牽引してきた講師陣の足跡をたど
る作品展です。
　令和３年度は、日本画部門にスポットを当て、日本
画講座講師を務めている渡辺幸子氏の日本画作品展を
開催します。同氏は
、白鳥映雪画伯の指導
のもと、情感のこもっ
た作品を描き続けて
きました。
　日展に出品された
人 物 画 の 大 作 か ら、
動物や浅間山まで約
３０点を展示し、画業
をたどります。
　どうぞご高覧くだ
さい。

◆会　場　　小諸高原美術館 第１・２展示室
◆開館時間　9:00 ～17:00
◆観覧料　　一般 500 円（400 円）
　　　　　　中学生 250 円（200 円）
　　　　　　※（　）内は、30 名以上の団体料金
◆会期中の休館日
　4/26 ㈪、5/6 ㈭、10 ㈪、17 ㈪、24 ㈪

問　小諸高原美術館・白鳥映雪館
      ☎ 26-2070 浅間の見えるナノハナ畑のミツバチ

「遠い日」


